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【3 月 3 日】
　4 日の朝の出発なので、午後 7 時
に成田にジュニア選手全員集合。翌日
からのスケジュール、各選手のコンディ
ションの確認、ミーティングを行った。

【3 月 4 日】
　朝食を済ませて、エリート選手達と
ともに空港へ。11：00 の飛行機で出
発。およそ 10 時間のフライトで、イ
ンド・インディラガンディー空港に到着

（現地時間 19：00）。日本との時差は
3 時間30 分。大型バス2台に、自転車・
荷物を乗せて競技場へ行き、自転車
を降ろし、ホテルに移動。夕食と明日
の予定を連絡し就寝。

【3 月 5 日】
　指定練習時間は 16：00 ～ 18：00
まで。韓国と同じグループで人数が多
く、思い通りの練習が出来なかったが、
選手達は代表合宿等で各コーチから
指導を受けていた事が生かせ、1月の
ユースオリンピック（オーストラリア）
に続く 2 度目の海外遠征だったため
要領よく進めていた。競技場は室内
板張り 250m バンク。修善寺の物よ
りコーナーが長くカントも緩い、やや
円に近い競技場だった。少々癖がある
ようだが、大きな問題はない。

【3 月 6 日】
　練習時間は 14：00 ～ 16：00 まで。
昨日同様に問題なく行った。その後、
ホテルでマネージャーミーティングが
行われた。ルールは変わらないが様々
な事が国内大会と違うので、選手に説
明しミスをしない様に指示した。

【3 月 7 日】
◯ 3kmIP 予選
　鈴木康平（静岡・星陵高）、ジュニ
アチームのキャプテンとして個人種目
最初のスタート。目標は 30 秒を切る
事。自分で作成したラップ表で確認を
して『頑張れ！自分』を胸に走る。結
果 3 分 31 秒 472 で 2 位、決勝へ進
んだ。
◯チームスプリント予選
　小さなミスが順位に大きく響く種
目。1 走：野上竜太（岡山・岡山工業高）、
2 走：久保田泰弘（山口・誠英高）、3 走：
岡本隼（和歌山・和歌山北高）の並び
で出走。ミスをしないことを懸念して
いたが、2 走 3 走ともに 2m ～ 3m 離
れてしまう。ここで岡本が無駄な足を
使ってしまい 48 秒 939 で 3 位。午
後の 3、4 位ファイナルに進んだ。（対
台北チーム 50 秒 217）およそ 0 秒 5
差で 1 位に届かなかった。1・2 位は

同タイム 48 秒 447（マレーシア・韓
国）3・4 位ファイナルは特にスタート
に集中をして予選タイムを上回り、メ
ダルを獲得できるように声を掛け合い
確認する様に指示。48 秒 417 で予
選を上回り、銅メダル獲得。
◯ 1kmTT 決勝
　チームスプリント 3 走を走った岡本
が出走。本来 1km の選手ではないが、
持久力とスピード共に兼ね備えた選手
なので、自信を持って走る様に送りだ
す。1 分 07 秒 683 の自己新記録で
銅メダルを獲得した。
◯スクラッチ決勝
　森口寛己（和歌山・和歌山北高）が
出場。同じ学校の岡本がメダルを獲得
したのが刺激になり、エリートの飯島
コーチから指導と走り方のレクチャー
を受けて出走。韓国・香港・マレーシ
アなどの選手からのマークが厳しく、
抜け出す事が厳しい。残り 1km を切
り森口が先行態勢となったが、最終周
残り 3/4 で内側から切り込んできた
UAE の選手と接触転倒！DNF。幸い、
帯同ドクターの金井先生が居られたの
で、救急車で病院に行き検査をしても
らい、異常なしの結果で本人も安心。
明日のチームパーシュートに備えた。

トラックレース　ジュニア

チームパーシュート金メダル
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【3 月 8 日】
◯ 3kmIP 決勝
　鈴木とカザフ選手との予選タイム差
は 1 秒 742 で勝てないタイム差では
ないと、自信をもって望ませる。しか
し予選よりタイムを落とし銀メダル。
◯スプリント予選（出走 13 名）
　タイムアタックが重要になるので、
エリート坂本コーチにライン取りの指
導を受けて出走。野上11秒192（3 位）、
久保田 11 秒 250（6 位）で両者とも
1/8 決勝に進んだ。
◯チームパーシュート予選
　鈴木、原井博斗（福岡・祐誠高）、岡本、
森口。チームワークが重要な鍵をしめ
る。近年タイムを大幅に更新し、世界
選手権でのメダル獲得を目標に選手・
コーチがジュニア国内強化合宿で一番
力を注いできた種目。スタートからペー
スに乗り切れずラップタイムにばらつ
きが出てしまい、残り 1kmで 3 人の

体制になる。さらに最終周で 3 走の選
手も離れそうになり、ペースが一気に
落ちてしまった。それでも 4 分 23 秒
718で1位通過、11日の決勝へ進んだ。

【3 月 9 日】
◯スプリント1/8 決勝
　野上、久保田ともに勝ち上がり、翌
日の 1/4 決勝へ進んだ。この日はスプ
リントしかなく、昼休みを利用してチー
ムパーシュートの練習と確認を行い、
その他の時間は休養時間にあてた。

【3 月10 日】
◯スプリント1/4 決勝
　日本人対戦となってしまいお互いに
やりにくい様であったが、野上が勝ち
上がり明日の 1/2 決勝へ。
　久保田はすぐに 5 〜 8 決定戦へ。4
名での対戦も主導権をとり、他国の選
手を前に出さず逃げ切って 5 位確定。
◯ケイリン１回戦
　1 組に久保田が出走、自分の力を出

し切れず 5 位。敗者復活戦では先行
されるも早めに自分から追い上げて 1
位になり、翌日の 1/2 決勝へ進んだ。
3 組の野上は後手を踏まない様に積
極的に攻めて、一人にはかわされたが
2 位で 1/2 決勝へ進んだ。

【3 月11日】
◯スプリント1/2 決勝
　野上は 1 本目、車間を開ける相手
の様子を伺い逃げ切り勝ち。2 本目は
相手に先行されて負け。3 本目も前に
出ようとするが出してもらえず敗退。3・
4 位決定戦へまわった。3・4 位決定
戦では自分のレースをして、ストレー
ト勝ちで 3 位が決定した。
◯ TP 決勝
　今日まで日本チームに金メダルが
無いため、昨日現地入りしたジュニア
ロードチームも応援に駆けつけてくれ
た。相手とのタイム差はかなり開いて
いるが油断は出来ない。選手・コーチ
も新記録を狙いたい所だが、今回は
勝利優先で相手（カザフスタン）に勝
つことを念頭に入れてスタートライン
に着いた。15 秒 50 のラップで走る
様に指示。相手も互角のラップを刻む。
2 ～ 3km の所で相手のペースが落ち
射程圏内入り、残り 1km を切った時
に追い付いて勝利。金メダルを獲得。
◯ポイントレース決勝
　原井は最初で最後の個人種目。チー
ムパーシュートの金で俄然やる気を見
せる。他国の選手もチームレースの走
りを見て日本をマークしてきた。原井
は落ち着いたレース運びで他をよせつ
けず優勝。2 つ目の金メダル。
◯ケイリン 1/2 決勝
　野上の 1 組にはマレーシア 2 名、香
港 2 名、中華台北と野上。同国同士
がラインを作り思うようなレースが出
来ずに後方におかれ、結果 4 位で 7
～ 12 位決定戦へ。久保田の 2 組には
韓国 2 名がおり、同様にうまくレース
を作られて4 位であったが、3 位のカ
ザフ選手の降格で決勝戦に駒を進め
た。7 ～ 12 位決定戦では、野上はス
タートからペーサーの後ろに入り終始
主導権を握り、1 着でゴールして 7 位
確定。続く決勝はマレーシアと韓国が
2 名ずつ居り、ペースを作る事が出来
ずに後方からの勝負となり最後、外か
ら行くが届かず4 位となった。

【総括】
　選手たちは全種目で優勝を狙ってい
たが、その中で重点種目となっていた
チームパーシュートで金メダルを取れ

ポイントレース金メダルの原井
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4 スプリント 3 − 4 位決定戦、銅メダルの野上 1kmTT 銅メダルの岡本

個人パーシュート銀メダルの鈴木

チームスプリント銅メダル
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［競技結果］
＜ﾄﾗｯｸﾚｰｽ男子ｼ ｭ゙ﾆｱ＞
	 ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1	 MODH ZONIS, Muhammad Firdaus	MAS
2	 JUNG, Jeahee	 KOR
3	 野上　竜太	 岡山	岡山工業高校

たことは大きい。その勢いに乗りポイ
ントレースでも原井が優勝を飾ってく
れた。
　インドの環境は衛生的に良くなく、
選手には体調管理に気をつけるよう
指示していたが、各選手ともに自己管
理ができて万全な体制でレースに挑
めた。
　アジアの状況を見ると、マレーシア
がここ 2，3 年で非常に力を付けてき
たのが印象的。聞くところによると選
手たちはオーストラリアで生活をして
おり、エリート教育を受けているとい
う。実際にマレーシアのコーチには
2 名のオーストラリア人コーチがおり、
自転車競技の競技力向上に力を入れ
ていることが分かった。一方、韓国や
中国勢は驚くほど伸びてはいない。ま
た開催国のインドの選手は、まだまだ
日本のレベルに達してはいないが、今
後の成長が感じられた。
　日本のジュニアは 2 年ぐらい前か
ら、毎月修善寺でジュニア強化合宿を
開催している。チームパーシュートで

は今後の世界選手権でも、メダルを
狙える位置まできている。今年 8 月の
ジュニア世界選までには、4 分 12 秒
台を目標に成長してほしい。
（ジュニア強化スタッフ　山本 宏恒）

5	 久保田泰弘	 山口	誠英高校

	 ｹｲﾘﾝ
1	 MODH ZONIS, Muhammad Firdaus	MAS
2	 JUNG, Jeahee	 KOR
3	 KIM, Yeongsoo	 KOR
4	 久保田泰弘	 山口	誠英高校
7	 野上　竜太	 岡山	岡山工業高校

	 1km ﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1	 MODH ZONIS, Muhammad Firdaus	MAS	 1:05.758
2	 KIM, Hyeonseok	 KOR	 1:07.414
3	 岡本　　隼	 和歌山	和歌山北高	1:07.683

	 3km 個人ﾊﾟー ｼｭｰﾄ
1	 MAMEDOV, Magomed	KAZ	 3:28.826
2	 鈴木　康平	 静岡	星陵高校	 3:32.039
3	 RAZALI, Mohamad Farid	MAS	 3:34.701

	 ｽｸﾗｯﾁ（10km）
1	 LAKASEK, Irwandie	MAS
2	 LAU, Wan Hei	 HKG
3	 LI, Yi Lin	 	 TPE
	 森口　寛己	 和歌山	和歌山北高校	 DNF

	 ﾎ ｲ゚ﾝﾄﾚｰｽ（15km）
1	 原井　博斗	 福岡	祐誠高校	 19p
2	 XU, Xuan Ping	 TPE	 13p
3	 KIM, Hwanghee	 KOR	 11p

	 ﾁｰﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1	 大韓民国	 	 	 48.275
2	 ﾏﾚｰｼｱ	 	 	 48.335
3	 日本　岡本・久保田・野上	 48.417

	 ﾁｰﾑﾊﾟー ｼｭｰﾄ
1	 日本　鈴木・原井・森口・岡本	 追抜勝
2	 ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ
3	 ﾏﾚｰｼｱ	 	 	 追抜勝

ケイリン 4 位の久保田

スクラッチ無念の DNF 森口
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女子チームパーシュート銀メダル男子チームパーシュート銀メダル

女子個人パーシュート銀メダル塚越女子ポイントレース銀メダル上野

　トラックレース　エリート中距離
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3月7日
　個人追抜予選には、塚越と伊藤がエ
ントリーし、二人とも52×15のギアで
スタート。塚越は前半から良いペース
で走り、課題の後半も何とか持ち堪え
3分46 秒362の大会新記録で1位通
過。伊藤は後半ペースが上げられず、4
分42秒158で7位で決勝に進めなかっ
た。午後は上野がポイントレースに出
場し、得意の逃げ展開に持ち込むも、前
半の得点が少なく僅差の2位だった。
アジアならではの展開に対応出来れ
ば、十分優勝も狙えたので残念だった。
3月8日
　午前中に団体追抜予選があり、女子
は加瀬・上野・塚越・小島、男子は窪木・
橋本・一丸・伊藤でエントリー。女子は
加瀬が上手くペースを作り、1kmを1分
10秒前後のラップでまとめ、4分46秒
732の日本新で2位通過。男子も1km
を1分2 ～ 3秒でまとめ、4分14秒714
のこちらも日本新で2位通過し、決勝
に進んだ。フォーメーションやペース
のバラつき等、走りの精度さえ修正出
来れば、更なる記録更新も期待できる
と感じ、レース後修正点を指示した。
　男子ポイントレースには橋本がエン
トリー。前半から積極的に仕掛け、韓
国、イランと3 名で抜け出すも、点の取
り合いになりラップする事が出来な
かった。中盤、中国と香港に1LAPを
許し勝負は5人に絞られた。最後は終
盤も得点を重ねた韓国が優勝。前半
逃げで加点した橋本だったが、強みで
もある積極性が裏目に出てしまい、後
半の勝負所で加点出来ず5位に終わっ
た。アジア選は参加人数が少なく、力
が偏っているため、優勝するには終始
安定した走りが求められる。今後の
レースには良い試練の経験となった。
　午後には塚越の個人追抜決勝が
あったが、スタートからスピードに乗せ
きれず予選から5秒も落としてしまい

2位に終わった。国際レースでは1日
に多くのレースを走る事も多く、安定し
た力を出す事が今後の課題の一つとし
て残った。
3月9日
　男女オムニアムには窪木と上野がエ
ントリー。朝一番のレースではいかに
身体を起こせるかが重要なため、早め
の起床と多めのウォーミングアップを
指示。最初の種目フライングラップは
上野、窪木ともにスピードに乗せきれ
ず4位、8位に終わった。
　次に団抜決勝が控えているので、気
持ちを切り替る事に集中させる。男女
とも記録更新はしたが、両チームとも
コンマ差で惜敗した。わずか2ヶ月で
ここまで記録が伸ばせたので、今後の
強化次第では更なる記録更新が期待
出来ると思えた。
　午後はオムニアム2種目めのポイン
トレース。上野は韓国と中華台北に
マークされたが、後半タイミングよく抜
け出し3位に入った。続く窪木は序盤
からのLAP 合戦で4lapするも、中華
台北の5lapに届かず2位に終わった。

　次のスクラッチには塚越と一丸がエ
ントリー。ともに後手の展開で9位、8
位という結果に終わる。両者とも基本
的な走力のアップが必要だと感じた。
　本日最後の種目はオムニアムのエリミ
ネーション。日本では走る機会が減っ
ている種目なので、念入りに作戦を指示
する。二人とも危なげなく走り3位、2
位と実力通りの結果を残してくれた。
3月10日
　今日は、オムニアムの残り3種目。女
子3km、男子4km個人追抜、男女スク
ラッチ、女子500m、男子1kmタイムトラ
イアル。連日の出場で疲労の色も濃い
が、ここでの経験が今後の大会に必ず活
きてくるのでここが踏ん張りどころだ。
　まず上野の個人追抜はベストより遅
い3分51秒002だったが、ライバル達
のタイムが伸びず1位となる。ここで
の1位は精神的にも非常に大きかった。
窪木もベストには届かない4分39秒
770だったが、4位に踏みとどまった。
　続くスクラッチ、上野は終始マーク
を振り切れずラスト勝負で4位。窪木
は2名の1LAPを許すもゴール勝負で
頭を取り3位に入った。
　最終種目のタイムトライアルは、上野
が38秒235の自己ベストで3位、銅メ
ダルとなった。終盤粘った窪木も1分
7秒168で5 位、韓国の追い上げをか
わし同じく銅メダル。二人とも厳しい
日程の中で、最後まで諦めずに良く走っ
てくれた。リザルトを振り返ると両選
手とも課題として、展開に左右されな
いタイム系種目の強化を強く感じた。
　今大会で日本記録を更新する事が
出来たのは、選手自身はもちろんス
タッフにとっても大きな自信となった。
しかしまだこの記録では、スタートライ
ンに着いただけである。選手、スタッ
フの信頼関係を更に深め、世界のトッ
プを目指し一緒に歩んで行きたい。

（強化コーチ　飯島 誠）

男子オムニアム銅メダル窪木

　トラックレース　エリート中距離
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［競技結果］
＜ﾄﾗｯｸﾚｰｽ中距離男子ｴﾘｰﾄ＞
	 4km 個人ﾊﾟー ｼｭｰﾄ
1	 JANG, Sunjae	 KOR	 4:38.177
2	 OMIRZAKOV, Dias	KAZ	 4:40.801
3	 HAGHI, Alireza	 IRI	 4:34.703
7	 伊藤　和輝	 東京	昭和第一	 4:42.158

	 ｽｸﾗｯﾁ（15km）
1	 CHO, Hosung	 KOR

	 ﾁｰﾑﾊﾟー ｼｭｰﾄ
1	 大韓民国	 	 	 4:10.689
2	 日本　窪木・一丸・橋本・伊藤	 4:11.103
3	 ﾎﾝｺﾝﾁｬｲﾅ	 	 	 4:11.323

2	 TSENG, Hsiao Chia	TPE
3	 GONG, Xingyu	 CHN
9	 塚越さくら	 鹿児島	鹿屋体育大学

	 ﾎ ｲ゚ﾝﾄﾚｰｽ（20km）
1	 WONG, Wan Yiu Jamie	HKG	 41p
2	 上野みなみ	 青森	鹿屋体育大学	 36p
3	 SOM NET, Ju Pha	MAS	 29p

	 ｵﾑﾆｱﾑ
1	 HSIAO, Mei Yu	 TPE	 10p
2	 LEE, Minhye	 KOR	 15p
3	 上野みなみ	 青森	鹿屋体育大学	 18p

	 ﾁｰﾑﾊﾟー ｼｭｰﾄ
1	 大韓民国	 	 	 4:41.576
2	 日本　上野・塚越・小島・加瀬	 4:42.433
3	 中国	 	 	 4:44.824

2	 NETEGHI, Hossein	IRI
3	 LIU, Chin Feng	 TPE
8	 一丸　尚伍	 大分	ｴｶｰｽﾞ ･U23

	 ﾎ ｲ゚ﾝﾄﾚｰｽ（30km）
1	 CHO, Hosung	 KOR	 39p
2	 CHOI, Ki Ho	 HKG	 34p
3	 RAJABLOU, Mohammad	IRI	 34p
5	 橋本　英也	 岐阜	鹿屋体育大学	 25p

	 ｵﾑﾆｱﾑ
1	 ZAKHAROV, Artyom	KAZ	 18p
2	 SHAN, Shuang	 CHN	 21p
3	 窪木　一茂	 和歌山	和歌山県庁	 24p

＜ﾄﾗｯｸﾚｰｽ中距離女子ｴﾘｰﾄ＞
	 3km 個人ﾊﾟー ｼｭｰﾄ
1	 KIM, Youri	 	 KOR	 3:49.058
2	 塚越さくら	 鹿児島	鹿屋体育大	3:51.792
3	 LI, Jiujin	 	 CHN	 3:54.274

	 ｽｸﾗｯﾁ（10km）
1	 KIM, Eun Hee	 KOR

男子個人パーシュート7 位伊藤

男子スクラッチ 8 位一丸

男子ポイントレース 5 位橋本

トラック選手団
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　アジア選手権トラックレースは、インド・
ニューデリーの屋内板張り、周長250m、
参加国15 ヶ国で開催された。日本か
らの短距離エリートは、男子：坂本貴史、
稲毛健太、和田真久留、脇本雄太、女子：
加瀬加奈子、中川諒子の6人である。
　大会1日目は、男子チームスプリン
ト予選。メンバーは、第1走和田、2走
坂本、3走稲毛で、今回このメンバーで
走るのは初めてで、現地に入ってから
スタート合わせをこなして本番に備え
た。予選はスタートで、坂本、稲毛が前
走者から離れぎみのスタートとなり、
苦しい展開となる。いまひとつスピー
ドに乗りきれず、予想よりも悪い記録
となってしまう。予選の結果、日本は3
位通過となりタイと3位決定戦となる。
　午後からの3位決定戦、日本チーム
は気持ちを入れかえ、ギアの選択を見
直して戦いに臨んだ。決定戦では、ス
タートも決まり、1走の和田が18 秒3
とまずまずの走り。続く坂本も13 秒
4の好ラップで、タイチームに大差をつ
け3位確定となる。
　女子スプリント。200m予選で加瀬
6位、中川7位となり1/8決勝で日本人
同士の戦いとなる。1/8 決勝、スター
トから加瀬が先行態勢で中川を寄せ付
けず、そのまま逃げ切りを決める。
　敗者復活戦、中川の対戦相手は、香
港選手とマレーシア選手である。中川
はスタートから先行し、うまく逃げ切
りを決めて1/4決勝へ。
　大会2日目、女子スプリント1/4決勝。

2 組、中川は中国選手と対戦。200m
予選 2位の中国選手は、スタートか
ら先行態勢で中川にレースをさせず、
楽々と逃げきってしまう。3組、加瀬も
対戦相手は中国選手で、加瀬はラスト
2周半から先行態勢も中国選手にまく
られて敗れてしまい、加瀬、中川両者と
も5〜8位決定戦へ。
　 5〜8位決定戦。対戦相手は、韓国
選手と香港選手である。スタートから
中川、加瀬で続いて行くも、ラスト1周
で香港選手にまくられてしまい加瀬7
位、中川8位に終わる。
　午後からは、坂本と和田の男子スプリ
ント200m予選である。少しでも好タ
イムを出して、本戦で楽な相手と対戦し
たいところである。結果、両者ともベス
トタイムに及ばず、和田10秒640で6

位、坂本10秒708で7位と本戦に進む。
　大会3日目、男子スプリント1/8決勝。
6 組、和田の対戦相手は、格下の韓国
選手である。アウトスタートの和田は、
後方から前走の韓国選手の動きを観
察したままラスト1周となる。韓国選
手は1センターからそのまま先行。和
田バックからラストスパートし、4コー
ナーで並びかけてゴールするも、僅か
に届かず予選敗退となる。和田に関し
ては消極的なレースで、もう少し結果
を恐れず積極的に動いてほしかった。
　 7組、坂本の対戦相手はタイ選手で
ある。前のレースで和田の敗戦を見
て、坂本に積極的に行くことを告げる。
インスタートの坂本は、終始積極的な
走りで逃げ切り1/4決勝へ進む。
　大会 4日目、女子チームスプリント

トラックレース　エリート短距離
男子 1kmTT 銀メダル稲毛

女子チームスプリント銀メダル

男子チームスプリント銅メダル
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第 33 回アジア自転車競技選手権大会／第 20 回アジア・ジュニア自転車競技選手権大会 日本代表選手団
大 会 名	第 33 回アジア自転車競技選手権大会／第 20 回アジア・ジュニア自転車競技選手権大会
開催場所	インド・ニューデリー
大会期間	2013 年 3 月 7 日～ 17 日　＜トラック＞ 3 月 7 日～ 11日　＜ロード＞　3 月 13 日～ 17 日
派遣期間	2013 年 3 月 4 日～ 3 月 19 日
代表選手団
　監　督	 坂本 　勉（ナショナルコーチ）
　コーチ	 高橋 松吉（強化コーチ）・飯島　 誠（強化コーチ）・村田 正洋（アシスタントナショナルコーチ）
	 山本 宏恒（ジュニア強化スタッフ）・柿木 孝之（ジュニア強化スタッフ） 　アドバイザー 沖　 美穂（強化アドバイザー）
　メカニック	森　 昭雄（強化スタッフ）・藤原冨美男（強化スタッフ）
　マッサー	柳　 浩史（強化スタッフ）・森　 典隆（強化スタッフ）・石田 宗男（強化スタッフ）
　ドクター	金井 貴夫（支援ドクター） 総 務 貝塚 直子（事務局）
　選 手	 ＜トラック＞
　エリート 	坂本 貴史（JPCA・JPCU 青森）・稲毛 健太（JPCA・JPCU 和歌山）・和田真久留（JPCA・JPCU 神奈川）
	 脇本 雄太（JPCA・JPCU 福井）・窪木 一茂（和歌山・和歌山県庁）・橋本 英也（岐阜・鹿屋体育大学）
	 一丸 尚伍（大分・エカーズ・U23）・伊藤 和輝（東京・昭和第一学園高校）・加瀬加奈子（JPCA・JPCU 新潟）
	 中川 諒子（JPCA・JPCU 新潟）・上野みなみ（青森・鹿屋体育大学）・塚越さくら（鹿児島・鹿屋体育大学）
	 小島 蓉子（千葉・日本体育大学）
　ジュニア 	鈴木 康平（静岡・星陵高校）・原井 博斗（福岡・祐誠高校）・森口 寛己（和歌山・和歌山北高校）
	 岡本　 隼（和歌山・和歌山北高校）・久保田泰弘（山口・誠英高校）・野上 竜太（岡山・岡山工業高校）
	 ＜ロード＞
　エリート 	佐野 淳哉（埼玉・VINI FANTINI）・西谷 泰治（愛知・愛三工業レーシング）・盛　 一大（愛知・愛三工業レーシング）
	 畑中 勇介（東京・シマノレーシング）・與那嶺恵理（茨城・フォルツァ）・上野みなみ（青森・鹿屋体育大学）
	 塚越さくら（鹿児島・鹿屋体育大学）
　U23 	 木下 智裕（神奈川・エカーズ・U23）・山本 元喜（奈良・鹿屋体育大学）・黒枝 士揮（大分・鹿屋体育大学）
	 六峰　 亘（大分・ブリヂストンアンカー）
　ジュニア 	黒枝 咲哉（大分・日出暘谷高校）・吉田 優樹（福島・学法石川高校）・横山 航太（長野・篠ノ井高校）
	 山本 大喜（奈良・榛生昇陽高校）・坂口 聖香（兵庫・パナソニックレディースチーム）

女子ケイリン 8 位の中川

男子スプリント 5 位の坂本 男子スプリント 9 位の和田

男子ケイリン 6 位の脇本 女子 500mTT、5 位小島

女子ケイリン 4 位の加瀬
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［競技結果］
＜ﾄﾗｯｸﾚｰｽ短距離男子ｴﾘｰﾄ＞
	 ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1	 NG, Josiah	 	 MAS
2	 VARPOSHTI, Hassanali	IRI
3	 CHOI, Lae Seon	 KOR
5	 坂本　貴史	 JPCA	JPCU 青森
9	 和田真久留	 JPCA	JPCU 神奈川

	 1km ﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1	 JUN, Won Gu	 KOR	 1:03.904
2	 稲毛　健太	 JPCA	JPCU和歌山	1:04.816
3	 HSIAO, Shih Hsin	TPE	 1:05.033

予選。1走中川、2走加瀬のコンビで、
経験の少ない二人であったが、抜群の
スタートで息の合った走りをみせ、予選
で中国に次ぐ 2位で決勝に進む。決
勝でも中国に敗れはしたが、大健闘な
走りで銀メダルを獲得してくれた。
　男子スプリント1/4決勝、坂本の対
戦相手は予選で2位のタイムを出した
各上の中国選手。スタートから積極的
に先行策をとり、そのまま逃げ切りを
決めるも、スプリントレーンを外したと
みなされ降格となり、残念ながら5〜
8 位決定戦へ。5〜8 位決定戦、坂本
は1/4決勝での鬱憤を晴らした、見事
な逃げ切りの1着ゴールで5位を確定
する。
　 500mTTに出場した小島は、持てる
力を出し切ったレースであった。これ
からさらに力をつけ、上を目指して頑
張ってほしい。1kmTTの稲毛は1周目
が19秒7秒と少し抑え気味でスタート
するも、後半勝負を意識した走りでス
ピードが落ちずそのままゴール。自己
新には少し及ばなかったが2位となる。
　ケイリン1回戦。加瀬、中川両者とも
ラスト2周で先行し、ラスト1周でかま
してきた選手の2番手を確保し、各組
の2着ゴールで準決勝へ。
　坂本はスプリントとのスケジュール
的にハードな面が影響し、予選、敗者
復活戦とも消極的な走りとなり、準決
勝に進めなかった。このような大会で
のタフさが今後の課題である。
　脇本は経験が浅いため消極的な走
りだったが、敗者復活戦ではその反省
を生かし、ラスト2周半から先行し1着
ゴールで準決勝へ。
　大会5日目、加瀬が決勝4着、中川が
7〜12位決定戦で2着となり8位。加
瀬、中川は積極的にレースを作り、位置

	 ｹｲﾘﾝ
1	 NG, Josiah	 	 MAS
2	 PARASH, Mahmoud	IRI
3	 JUN, Won Gu	 KOR
6	 脇本　雄太	 JPCA	JPCU 福井
15	 坂本　貴史	 JPCA	JPCU 青森

	 ﾁｰﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1	 中国	 	 	 46.576

＜ﾄﾗｯｸﾚｰｽ短距離女子ｴﾘｰﾄ＞
	 500m ﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1	 LEE,Wai Sze	 HKG	 34.310
2	 SHI, Jingjing	 CHN	 35.088
3	 MUSTAPA, Fatehah	MAS	 35.581
5	 小島　蓉子	 千葉	日本体育大	 38.093

	 ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1	 MUSTAPA, Fatehah	MAS
2	 SHI, Jingjing	 CHN
3	 LI, Xuemei	 	 CHN
7	 加瀬加奈子	 JPCA	JPCU 新潟
8	 中川　諒子	 JPCA	JPCU 新潟

	 ｹｲﾘﾝ
1	 LEE, Wai Sze 	 HKG
2	 MUSTAPA, Fatehah	MAS
3	 LI, Xuemei	 	 CHN
4	 加瀬加奈子	 JPCA	JPCU 新潟
8	 中川　諒子	 JPCA	JPCU 新潟

	 ﾁｰﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1	 中国	 	 	 34.199
2	 日本 中川・加瀬 35.731（予選：35.727）
3	 大韓民国	 	 	 35.540

2	 ﾏﾚｰｼｱ	 	 	 47.163
3	 日本　和田・坂本・稲毛	 46.212

を確保する力強い走りで今後、海外の
大会を多く経験を積むことでさらに飛
躍が期待できるであろう。
　脇本は準決勝も得意の持久力を活
かし、2周半逃げ切って決勝に進むも、
決勝では得意の積極先行をさせてもら
えず苦戦し、6着となる。
　エリート短距離に関して、ロンドンオ
リンピック、2013世界戦、そして今回
の結果から、リオオリンピックに向け
て早急に強化計画をたてる必要性を感
じた。　（ナショナルコーチ　坂本 勉）
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　今年のジュニアアジア選手権ロード
には、1月末の選考合宿で選ばれた男
子4 名と女子1名が参加した。男子は
ゴール前のスプリント力とレースを読
む目に長けている黒枝咲哉（日出暘
谷高校）、どのようなコースにも対応で
き、抜群のバイクテクニックを持つ昨年
世界選手権、ドイツのネイションズカッ
プを経験している横山航太（篠ノ井高
校）、独走力とゴール前のスピードを持
ち合わせた吉田優樹（学法石川高校）、
平坦の独走力に長けた山本大喜（榛
生昇陽高校）。女子は、平坦コースで
は集団のペースが上がっても、男子集
団の中に平気で入っていける力とテク
ニックを備えた坂口聖香（パナソニッ
クレディースチーム）。昨年10月から
5回の合宿で、選手同士の意思疎通も
とれており、どのようなレース展開にも
対応できる。日本チームとしてアジア
選手権は、自分達でレースを組み立て、
そして勝つことが求められる。
3月13日 ジュニア男子タイムトライアル
　 8 時スタートの予定が、前日の監督
会議で 9 時に変更。さらに現地に到
着してからも、レース時間が変更にな
るか否かゴタゴタして、結局スタートし
たのは9時45分。
　ジュニア男子TTは1周14.2kmの
コースを2周する28.4kmで、ありえな
い話だがレース中に選手同士が交差す
る箇所もあるコースだ。
　男子ジュニアTTは17名参加で山
本は後ろから2番目スタート。無線が
使えるため、他の選手のタイム差を確
認しながらレースを進めることが出来
る。この日は風もなくバトンホイール
＋ディスクホイールの装備。

　スタート最初の3分は、最初の加速
以外は絶対に強度を上げすぎないよ
うに注意する。直前合宿のTTでは、
前半で上げすぎて中盤失速していたの
で、レース全体で、特に直線の長い平坦
部分と緩い下り箇所で、高い出力を維
持することを徹底する。また3か所あ
るちょっとした登り区間では、出力を
上げすぎないように注意する。
　１周目のサーキット周回を終えて外
周に出るところでは、審判は立ってい
るものの合図を出してくれないので、
曲がる場所がよく分からず、ブレーキ
を大きくかけてしまいタイムを失う。
それ以外のコーナーもどちらに曲が
れば良いか分からず、またコーナー直
後の段差で危ない場面もありタイムを
失ったが、落車しなかっただけ良かっ
た。平坦直線では非常にスピードに乗
り、50km/hあたりで快調に回す。1
周終了時ではカザフスタン選手に16
秒差をつけられ2位。2周目からはコー
スも分かり快調に飛ばし続け、レース
全体でみてもペース配分はう
まくいった。 
　 山 本 は カ ザ フ ス タン の
Dmitriy Riveから12秒差の
2位。惜しくも優勝は逃した
が、ジュニア1年目で、コースも
分からない状態ながら集中力
を切らさずゴールまでしっか
り走りきることが出来た。優
勝したDmitriyは、昨年のジュ
ニア世界選TTで14位に入っ
た強豪選手であった。彼も
レース中に突然現れた段差に
ハンドルをとられて、1回コー
スアウトしたそうだ。

3月15日 男子ジュニアロード
　前日のミーティングでは、カザフスタ
ン、香港、韓国との戦いになることを話
した。特に今回強力なメンバーのカザ
フスタンは前半からアタックをかけて
レースを厳しいものにしてくると予想
される。レースは7周の99.4km。日
本チームとしては、ラスト2周のテクニ
カル区間まで集団だった場合は、黒枝
のスプリントにすべてを賭けることと
する。ただアジア選手権の場合は逃
げが決まる場合が多く、スプリントと
いうのは最終的なオプションであり、
複数名の、特にカザフを含む逃げは絶
対に逃さないように注意する。黒枝の
みはスプリントの脚を残すために、他
の選手の半分くらいだけアタックに対
応するように伝える。カザフスタン以
外は、アジアのレースでは逃げが出来
てもローテーションを拒否してくる場
合が多く、他が牽かないようならその
逃げは諦めて、次のアタックに対応して
いくようにする。集団スプリントの際
には横山にラスト1.5kmのコーナーの
多いテクニカル区間で攻撃させて、そ
れによる逃げ切りが無理な場合でも
集団はここで大きく分断することが予
想されるので、黒枝が前にとどまれば
最後スプリントで勝つことが出来る。
　今回、直前に横山をキャプテンに指
名して、レース中に攻めないといけな
い場面、守らないといけない場面では
彼を中心に話し合うようにした。気に
なるのは、逃げの展開でも集団スプリ
ントでも強力な牽引を期待できる山本
が、TT後から体調を崩していること。
　レースは19の国と地域、57名でス
タート。スタートと同時にカザフスタ
ンが4人全員で先頭に固まり、ペース
アップ。2周目からカザフスタンがア
タックを開始する。一時的に山本がカ
ザフスタンと逃げる場面もあったが、
日本チームで集団前方にいるのは横山
だけで、日本には厳しい展開に。カザ
フスタンは複数名を逃げに乗せていこ

　ロードレース　ジュニア

左から黒枝、横山、吉田、山本

左から黒枝、吉田、山本、横山
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うと、2名でのアタックや、カザフスタ
ンを含む逃げにさらに単独ブリッジを
かける動きを度々見せる。2周終了前
に、カザフスタンの逃げにベトナムの選
手が追いつき、20秒ほどのリードを得
る。2名の逃げであり、まだ距離もあ
るので危険ではないが、次の追撃にカ
ザフスタンが入り日本が乗り遅れたら
致命的な展開のなかで、ウズベキスタ
ンの選手が単独追走に成功し、先頭は
3名になる。
　この3名の逃げは日本チーム全員で
追撃して、4周終了時には集団を一つ
に戻す。このあたりから集団は20名
ほどになり、山本、吉田は集団後方にな
る。カザフスタンは攻撃の手をさらに
強め、アタックを仕掛けてくる。ウズベ
キスタン、マレーシアにも勝負したい選
手がいたため、日本だけで対応しなけ
ればならない状況ではなくなり、これ
には助けられた。そしてレース後半は
カザフスタン対日本の戦いになってく
る。山本と吉田は厳しいが、少しでも
チームのためになるように、ペースが緩
んだ時に前に出て働こうとしている。
　 6周目には横山とカザフスタン、ウ
ズベキスタンを含む6 名の逃げが決ま
り、後ろの集団が躊躇して決まりかけ
たが、カザフスタンがそこに後ろからブ
リッジをかけたため、集団もペースを
上げて追いつく。この段階で集団は
14 名で、日本とカザフスタンだけが4
名とも残している。最後のスプリント
に絶対の自信のある黒枝も、疲れの見
える他の選手を休ませようとアタック
に反応している。
　ラスト10kmを切り、ゴールスプリン
トでの争いが見え始めたころにカザフ
スタンが1名アタックし、それにもう1
人のカザフスタンが反応。日本チーム
はこの攻撃を防ぐことが出来ず、一気
にタイム差が 20 秒以上と広がってい
く。ここで日本の選手らは優勝が難し
いと判断し、3位争いに狙いを変更せ
ざるを得なかった。集団では牽制が
続く中で、ラスト1.5kmからのテクニカ
ルな区間で、横山が当初の予定通り先
行する。カザフスタンもメダル独占を
狙い、狭いコースで対抗してくる。しか
しテクニックに勝る横山がここでは勝
ち、カザフスタンの選手はコースアウ
ト。横山がそのまま黒枝を、ゴールま
での向かい風の中一人で引き続け、カ
ザフスタンのスプリンターと黒枝の勝
負に。向かい風の中で横山を最後まで
風よけとして使えた黒枝が、短い区間
で急加速して3位を獲ることが出来た。
　レース前から今回のアジア選はチー
ムで勝ち取ろうという意識の中で、最
後は横山を中心に黒枝をアシストして

3位を獲ることが出来た。レース後に
コミッセール達から「素晴らしく攻撃
的なレースであり、常にその中に日本
選手が絡んでいた」と言われた。そし
て選手 4 名がレース後に、3 位には全
く満足しておらず、「チーム全員がしっ
かり機能していれば、勝つことが出来
たレースであった」と悔やんでいた。
　今回のカザフスタンのメンバーは昨
年までと異なりネイションズカップに
出てくる強力な選手達であった。彼ら
は全員が独走力を持ち、常に攻撃を仕
掛けてくる。勝つことは出来なかった
が、今回参加した4名とも次のネイショ
ンズカップに向けてすでに闘志を燃や
しており、今回の負けをきっかけにどこ
まで成長するか楽しみである。
3月15日 ジュニア女子ロード
　女子は14 時半からの一番暑い中
で、レースがスタートする。前日のミー
ティングでは、ゴールスプリントの際の
位置取りと、逃げが出来そうな場合は
それに乗っていくことを伝える。
　女子のレースは5周の71km。例年、
集団のスピードが遅く、集団ゴールにな
る場合が多いので、坂口には選考合宿
後にスプリント練習をしっかり行なっ
てきてもらいたいことを伝えた。女子
のレースで優勝候補となるのは、カザ
フスタンとTTチャンピオンの香港。
　 3周目までは単発のアタックがある
ものの、タイム差をつけるほどのもの
ではなく坦々と進む。危険なコースで
あるが、シクロクロス、マウンテンバイ
クもこなす坂口は、集団の前方で安全
にこなす。4周目の中盤の追い風区間
に入る前に、韓国のアタックに反応し
た香港が、一気に韓国を抜き去り単独
アタックに成功。このアタックが強烈
で、集団とのタイム差が徐々に広がる。
それを坂口を含む5名で追撃開始。タ
イが2名いたが、まとまって追撃をする
意思もなく、坂口が引いている時間が
長く感じる。
　ラスト10kmでタイム差が40 秒以
上に開き、こうなると2位を狙うしかな
い。坂口の集団でも後ろの集団が迫っ
ていることを知った選手が、ようやく
ローテーションをしてくれるようにな
り、この5名での2位争いに。
　逃げ続けた香港のPang Yaoが、牽
制の入った2位集団に1分39 秒差を
つけて優勝。2位争いの追撃グループ
は、1.5kmからのテクニカル区間に入
るところでばらけ、坂口は中華台北、ヨ
ルダンとの3 名でのスプリントに持ち
こむ。コースが向かい風であったので、
スプリントをゴール直前まで我慢する
ように伝えていたが、後ろが少し離れ
たのをみてとっさの判断で、ゴールまで

のロングスプリントを決め2位となる。
　レース全体でも常に前をキープし
て、1名の逃げが決まった後もレース展
開に乗ったのではなく、自分から追撃
をして自分自身の力で2位を獲得した
のは評価できる。坂口はジュニア1年
目の選手であり、今後の更なる成長を
期待したい。
（ジュニア強化スタッフ　柿木 孝之）

［競技結果］
	 男子ｼ ｭ゙ﾆｱ個人ﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ（28.4km）
1	 RIVE, Dmitriy	  KAZ	 36:12.318
2	 山本　大喜	 奈良	榛生昇陽	36:24.222
3	 EBADALLAHIRAFSANJANI, Mahdi IRI	 37:28.706

	 男子ｼ ｭ゙ﾆｱﾛｰﾄ゙ ﾚｰｽ（99.4km）
1	 PERNEBEKOV, Yerlan	KAZ	 2:18:12
2	 RIVE, Dmitriy	 KAZ	 2:18:12
3	 黒枝　咲哉	 大分	日出暘谷高	 2:19:30

7	 横山　航太	 長野	篠ﾉ井高校	 2:19:35
12	 吉田　優樹	 福島	学法石川高	 2:19:39
15	 山本　大喜	 奈良	榛生昇陽高	 2:21:47

	 女子ｼ ｭ゙ﾆｱﾛｰﾄ゙ ﾚｰｽ（71km）
1	 PANG, Yao		 HKG	 1:48:12
2	 坂口　聖香	 兵庫	ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ L.	 1:49:51
3	 SOBOH, Razan	 JOR	 1:49:51

女子ジュニア銀メダルの坂口



CYCLISM ECHO No.198

14

＜個人タイムトライアル＞
女子エリート 14.2km×2＝28.4km
　上野みなみが出場。2 組の最終ス
タートで目標タイムがあり、有利に戦え
る。スタート序盤はハイペースになら
ないように気を付け、ライバル選手の
タイム差を見ながら走る。
　 4.5kmの中間地点ではトップ通過
の韓国に15 秒差、3位とは2秒差の4
位で通過。ラスト9.2km地点ではトッ
プのTuvshinjargal Enkhjargal（モ
ンゴル）と9秒差で3位通過。優勝目
指して力走するが、3秒遅れで惜しくも
2位に終わった。
男子U23 14.2km×2＝28.4km
　山本元喜が出場。2組の16番スター
ト、第1組トップタイムを上回るペース
で走る。スタートから4.2㎞通過タイ
ムは5番目通過。2回目の通過でトッ
プタイムから1分以上の遅れ、3位との
タイム差は53秒。ラスト9kmの追い
上げに期待したが、45秒差で4位。優
勝はFominykh Daniil（カザフスタン）。

＜ロードレース＞
 1982年にインドで行われたアジア大
会以来31年ぶりのデリーは、大気汚染
と自動車交通ルールの無法地帯で一
般道は危険地帯と化し、トレーニング
場所の確保が出来ない状況の中、ロー
ド競技会場がホテルから片道60km
もあるF1コースで行われ、毎日移動で
大変な大会であった。

男子U23 142km（14.2km×10周）
　木下智裕、黒枝士揮、六峰亘、山本元
喜の4 名が出場。スプリンターの黒
枝、木下をエースに序盤レースをコント
ロールしたが、ラスト6周回に六峰が
落車した地点でカザフスタン2名、イ
ラン2名、香港1名、ベトナム1名、フィ
リピン1名、計7名の逃げが決まる。
　中盤から日本チームは追いかける
レース展開となってしまった。ラス
ト周回に入りトップグループは4 名
となり、メイン集団とのタイム差1分
でのゴール勝負はイランが抜け出し、
Khademi Ali（イラン）が優勝。メイン
集団のゴール勝負は黒枝が1着でゴー
ルして5位。1分53秒遅れで山本35位、
木下36位。
男子エリート 156.2km（14.2km×11周）
　佐野淳哉、西谷泰治、盛一大、畑中勇
介の4名が出場。序盤インドネシアと
マレーシア2名の選手が、集団から抜

け出して逃げるが5周回で集団に吸収
され、ラスト6周回、西谷を含む11名
の逃げが決まる。
　集団が 3つの集団に分裂し、第1集
団に西谷、第 2 集団に盛、第 3 集団に
畑中と佐野が入っている。
　ラスト3周回、ウズベキスタンの猛烈
なアタックでトップ集団が分裂。西谷
が遅れ第2グループに後退し猛暑のた
めか、突然の脱力感にみまわれそのま
まリタイア。最終周ウズベキスタンの
Halmuratov Muradianがアタック、
独走逃げ切りで個人タイムトライアル
に続き優勝。
　第2集団のゴール勝負で盛が5着に
入り10 位。なお、佐野と畑中は7周で
リタイアした。
　アジア選手権に向け調整し準備を
してきたつもりであったが、トップ集団
の激しい戦いに付いていけなかった日
本チームの力不足であった。

（強化コーチ　高橋松吉）

　ロードレース　エリート/ U23

U23 個人TT、4 位の山本元喜

U23 の 4 名

U23、5 位の黒枝

U23 山本

U23 木下

U23 六峰

男子エリートの盛
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［競技結果］
	 女子ｴﾘｰﾄ個人ﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ（28.4km）
1	 TUVSHINJARGAL, Enkhjargal	MGL	 39:27.303
2	 上野みなみ	 青森	鹿屋体大	39:30.090
3	 WONG, Wan Yiu Jamie	HKG	 39:42.824

＜女子ロードレース＞
　與那嶺、上野、塚越の参加。前日の
ミーティングで今回はスプリンター不
在なので、集団ゴールにならないこと
が、好結果の可能性が高いと話した。
　F１サーキット14.2km×7周の99.4km
を、21の国と地域 51名が14 時30 分
34.5℃、湿度20%と言うカラッとした
炎天下の中スタートした。スタート直
後に積極的な展開をしたのは韓国で、
次々とアタックを繰り返すが、すぐに集
団に吸収されてしまう。日本は塚越、
上野が前方をキープし、與那嶺は後方
待機をしている。
　スローペースの中、アタックがこまめ
にありインターバルの強弱がはっきり
としているが、アタックの距離が短く、
すぐに集団となってしまうアジア独特
の展開で進む。しばらく同じような展
開で1周ごとに約1分位ラップが落ち
て行き前日のジュニア女子同様のペー
スで大集団のまま進み、日本は3人と

	 男子ｱﾝﾀﾞー 23 個人ﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ（28.4km）
1	 FOMINYKH, Daniil	KAZ	 34:27.855
2	 TRINH, Duc Tam VIE	 34:37.079
3	 IM, Jaeyeon		 KOR	 35:27.195
4	 山本　元喜	 奈良	鹿屋体大	36:09.960

	 男子ｱﾝﾀﾞー 23 ﾛｰﾄ゙ ﾚｰｽ（142km）
1	 KHADEMI, Ali	 IRI	 3:04:18
2	 KULIMBETOV, Nurbolat	KAZ	 3:04:18
3	 GURBUNOV, Vladislav	KAZ	 3:04:18
5	 黒枝　士揮	 大分	鹿屋体育大	 3:05:17
35	 山本　元喜	 奈良	鹿屋体育大	 3:06:11
36	 木下　智裕	 神奈川	ｴｶｰｽ ･゙U23	 3:06:30
	 六峰　　亘	 大分	ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝｱﾝｶｰ	 DNF

	 女子ｴﾘｰﾄﾛｰﾄ゙ ﾚｰｽ（99.4km）
1	 HSIAO, Mei Yu	 TPE	 2:38:06
2	 LIU, Xiaohui		 CHN	 2:38:06
3	 ZHAO, Na	 	 CHN	 2:38:06
8	 與那嶺恵理	 茨城	ﾌｫﾙﾂｧ	 2:38:10
26	 塚越さくら	 鹿児島	鹿屋体育大	 2:38:35
	 上野みなみ	 青森	鹿屋体育大	 DNF

	 男子ｴﾘｰﾄﾛｰﾄ゙ ﾚｰｽ（156.2km）
1	 HALMURATOV, Muradian	UZB	 3:33:59
2	 MOAZEMI GOUDARZI, Arvin	IRI	 3:34:11
3	 MIZUROV, Andrey	KAZ	 3:34:16
10	 盛　　一大	 愛知	愛三工業	 3:36:38
	 西谷　泰治	 愛知	愛三工業	 DNF
	 畑中　勇介	 東京	ｼﾏﾉﾚｰｼﾝｸﾞ	 DNF
	 佐野　淳哉	 埼玉	VINI FANTINI	 DNF

も前方から中団をキープする。
　 5周目、中国やベトナム、韓国からア
タックがかかり、スピードが一気に上
がって集団が一列棒状になった所で、
後方の選手達が切れ 28 名となる。6
周目も特に目立ったアタックはなく、ラ
ストの7周目に入る手前のホームスト
レートで與那嶺が先頭を引き、最初の
補給地点の登り坂に入り様子を伺い
ながら少し後ろに下がる。
　目立ったアタックや逃げグループは
出来ないまま、残り2キロで上野が落
車に巻き込まれ、後ろにいた塚越も遅
れてしまう。最終ホームストレートで
5名が飛び出し中華台北、中国2名、韓
国、ベトナムのゴールスプリントになり
オムニアムで優勝したHISAO Mei Yu

（中華台北）が優勝。日本チームは與
那嶺の8位が最高であった。
　敗因はゴール勝負にならない展開
に出来なかった事、レース経験値が少
なくレース展開を作れず、チームとして
動けなかったこのレースをしっかり受
け止め、今後リオに向けて色々なレー
スで経験値を高め、個々が意識の高い
選手に成長していけるよう、今後も更
なるサポートとアドバイスをして行き
たい。　（強化アドバイザー　沖 美穂）

　ロードレース　エリート/ U23

男子エリートの佐野

女子エリートロード 8 位の與那嶺 女子、上野（右）と塚越

男子エリート、スタート前の 4 人

男子エリートの西谷 男子エリートの畑中
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　ロードレースのメダリスト達

男子ジュニア個人TT 銀メダルの山本大喜 女子エリート個人TT 銀メダルの上野みなみ

女子ジュニアロード銀メダルの坂口 男子ジュニアロード銅メダルの黒枝咲哉


